
Ｂ会場（172AL教室）　司会：嘉瀬　達男

14:30

発表時間 AL 論　文　題　目 発表順 論　文　題　目 発表順 論　文　題　目 発表順 論　文　題　目

A-1
地域における企業家活動と事業を通じた
社会的価値創造の考察　-十勝バス株式
会社の事例分析-

竹内　友理
B-1

小規模企業を対象としたゼロベースから発
生するクチコミの研究

加藤　裕樹
C-1

環境保全コストと企業の業績の関係 早川　哲郎
D-1

ＳＮＳを通じた企業のブランディングに関す
る考察　～北海道Ｌｉｋｅｒｓの事例から～

藤田　菜央

A-2
サービタイゼーションにおける日本の提案
型営業が創出する顧客価値に関する考察

菊地　楓
B-2

中小企業の020戦略から考えるマルチチャ
ンネル構築の可能性-独立中小書店の事
例から-

澤辺　芧帆
C-2

下請中小企業のプロダクトイノベーション
による自律化プロセス　-大橋製作所の事
例分析-

青木　昴平
D-2

複数エージェントの対話システム構築に向
けた大相撲の解説の分析

寺島　舞子

A-3
ｋｉｎｅｃｔを用いた近づくだけで反応するイン
タラクティブデジタルサイネージの提案

畑　賀大
B-3

ＴＰＰが北海道の中小規模農家に与える影
響

流　みゆき
C-3

購買時に同伴者が与える影響に関する研
究　-購買者の情報処理コストの観点から
-

大西　椋子
D-3

モンテカルロシュミレーションを用いたビン
ゴゲーム参加者の不満度の考察

竹ノ内 昌樹

A-4
不均衡戦略における知識創造の方法論の
考察　～本田技研工業の事例から～

相澤　克俊
B-4

日本のワークライフバランス 小林　主
C-4

複数エージェント間の関係性を考慮した
「役割語」に関する研究

髙橋　理沙
D-4

衝動買いにおけるＰＯＰ広告の機能別にみ
た消費者への影響

伊藤　祐美

15:20～15:25
（5分間） 休　　憩 休　　憩 休　　憩 休　　憩

A-5
地域ブランドのエクィティ向上の手段として
のフィルムツーリズム

鄭　勝永
B-5

盤面の生成を行うクロスワードパズルの構
成アルゴリズム

夏堀　太樹
C-5

新規市場開拓による依存回避の考察 大谷　弘輝
D-5

ファミリービジネスにおける経営者継承のダイナミズ
ム　-トヨタ自動車のファミリー・ノンファミリー継承メカ
ニズム-

前野　初美

A-6
クックパッドのレシピ投稿者から見た興味
を持つ外的要因に関する研究

佐々木　左近
B-6

辞退
C-6

中小企業の人材育成 成田　早来
D-6

地域密着型ショッピングモールの歴史的変遷と
今後　-ウイングベイ小樽の事例を通じて-

八木橋　絵理

A-7
スマイルカーブがあらわすリスク認識の可
能性

石井　貴大
B-7

地域創生と企業家活動　-沖縄ツーリスト
の事例分析-

田中 しおり
C-7

地方議会会議録に含まれる地域課題にお
ける対立意見の抽出規則の提案

大野　晋太
朗 D-7

新卒定着率を決定する要因はなにか 渡邊　翔太

A-8
ブライダル市場における消費行動の変遷
に関する考察

本間　智美
B-8

プロモーションにおけるスポーツ選手の魅力に
関する探索的研究

夏野　優希
C-8

ゲームの要素を取り入れた製品における製品
開発組織のコミュニケーションに関する研究

渡邊　兼太
D-8

贈与交換の変遷とカジュアルギフトにおけ
る価値についての考察

堀内　雄太

16:05～16:10
（5分間） 休　　憩 休　　憩 休　　憩 休　　憩

A-9

地方ローカル線経営　-再生・活性化への片道
きっぷ-

澤谷　将雄
B-9

ＷＥＢ通販企業のスマートエクセレンスに
関する考察　～楽天とアマゾンジャパンの
事例を通じて～

大野　匠太
C-9

単純な特徴のみに基づいた組合せパズルの
難易度推定

佐藤　美帆
D-9

人工物（アーティファクト）を媒介とした組織
の統合メカニズム　-スターバックスの実例
分析-

清水　美鳥

A-10
デジタルサイネージを対象にした対話形式
の宣伝手法の提案

山田　修世
B-10

ソーシャルゲームのチュートリアルを対象
とした説明方法の分析

大石　誠
C-10

集団の経験学習のおける内省の利用に関する
アクション・リサーチ

池内　智行
D-10

札幌市内小売店舗を対象とした手書きＰＯ
Ｐ広告の特徴分析

武田　莉穂

A-11
ソールド・イン・ジャパン効果の分析　～来
日中国観光客の消費行動から～

許　燕
B-11

観光地の景観印象評価に関する研究 平田 麻衣子

D-11
購買時点広告メディアの違いが非計画購
買に与える影響についての考察

松田　勇次
郎

（16時40分終了） （16時30分終了） （16時30分終了） （16時40分終了）

なるべく多くの教員に審査に参加いただき，多面的な評価をお願いいたします。また第1次審査は公開審査ですので,多くの学生諸君の参加を促していただければと思います 。

平成27年度　学生論文賞　第1次審査タイムテーブル

Ａ会場（171AL教室）　司会：佐山公一 Ｃ会場（174AL教室）　司会：齊藤　一朗 Ｄ会場（274AL教室）　司会：北川 泰治郎

開会式（171AL教室）　　開会挨拶：穴沢　眞学生論文賞実施委員会委員長，　注意事項の説明：実施委員会（事務局）

著者（代表） 著者（代表） 著者（代表） 著者（代表）

14：40～15：20

（40分間）

15：25～16：05

（40分間）

16：10～16：50

（40分間）

学生論文賞の第1次審査（口頭発表による審査）は11月１８日（水）です


